
避難訓練 1.17 集会 

阪神淡路大震災から 29 年目の１月 17 日、地震を想定した避難訓練と阪神淡路大震災の追悼行事が行

われました。避難訓練ではこの度の能登半島地震の印象もあり、緊迫した様子で素早く行動がとれまし

た。 

その後、体育館で新生徒会を中心に阪神淡路大震災の追悼行事 1.17 集会が行われました。震災がどの

ようなものだったかのプレゼンをし、「希望の灯り」を分灯しました。この「希望の灯り」は、1 月 7 日

に神戸で行われた分灯式で新生徒会役員が直接いただいたものです。そして、生徒会長による「1.17 宣

言」、黙祷を行いました。 

 日本に住んでいる以上、いつどこで大きな地震が発生してもおかしくはありません。また、それに伴い

津波が来ることもあります。こういう訓練や過去の教訓を生かせるようにしてほしいと思います。 
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